鳥取県中部地区　急性心筋梗塞地域連携パス

パス説明書および同意書
　中部地域では心筋梗塞等の虚血性心疾患にて入院治療を受けられた患者様が、退院後も継続して地域で適切な治療を受けられるように、「連携パス」を提供しています。

　「連携パス」とは、急性期病院・かかりつけ医などの医療機関の医師が、一貫した治療方針に基づいて、一人一人の患者様について作成した「治療計画表」のことです。

　退院後は、かかりつけ医が連携パスの治療計画に従って診療、投薬を行い、専門治療や検査は急性期病院が行います。その際、かかりつけ医からは日頃の診療状況等の詳しい内容が病院へ報告されます。こうして、病院と診療所が協力して患者様の健康をお守りします。

　なお、パスの同意を断ったからといって貴方にとって不利が生じたり、治療方針が異なることはありません。


患者様にとってより安心で信頼できる医療連携システム

　患者様の健康を守るために、診療所と病院とがお互いの役割を明確にし、協力して患者様を中心にした医療を地域で実践するシステムです。

【かかりつけ医の役割】

　○日常的な投薬・経過観察及び治療（生活習慣病などの管理は、身近な医療機関が行います）

　○専門的治療（病院への入院）の必要性を判断して紹介いたします。

　○風邪など一般的な病気や何らかの症状で悩んでおられる場合に気軽に受診していただけます。

【急性期病院医師の役割】

　○診療所・一般病院からの紹介にて専門的な検査・診察・手術をいたします。

　○急変時における迅速な対応をいたします。


心筋梗塞診療の流れについて説明を受けました。
記載された診療情報が各連携医療機関で共有されることに同意します。

≪同意欄（本人または家族）≫
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